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Concentrationofsamp［esolution（〃A）   

Fig．5，ThelでIatit］nShip belweenしhe corlCヒntratlOn Of the Bnmわ：X hen101Ymph and   

al〕SロrbarlC巳．  

試薬消費量から推測することが可能であることを  

示Lている。  

標品のβラクダマーゼの代わりに用いたカイコ体  

液の濃度と反J芯液の吸光度との関係を調べた。カ  

イコ5齢幼虫10口Hの体液凍結乾燥物（10mg）  

を100′Jβの0．トMリン酸続衝液に溶解L、そのう  

ち（つ10〟ゼ、3〔り沌、60〟gを測1こ＝の溶液とした。  

それぞれの基質（ペニシリンGカリウム塩）に反  

応させた場合のそれぞれの反応液の54〔hmにおけ  

る吸光度を阿5にホす。即ち、体液の濃度が増加  

すれば反応液の吸光度が低卜した。このことは、  

かイコ体液中にβ－ラクダマーゼの存在する可能′性  

を示した［3．5］。   

さらに、／トラククマーゼ活性測定法について詳  

細に再検討した。岡6は、セレウス菌569．．／■H9由来  

のβラクタマーゼ標品の濃度とヨウ素試薬消費量  

との関係を示す〔、国中の横軸は、0．1Mリン酸緩徳  

液2．5mgに含まれるβ－ラクタマーゼの〟g量を示  

している。ヨウ素試薬の消費量は、ヨウ素試薬の  

濃度と5′1011111における吸光度が比例関係にあるこ  

とおよびβラクタマーゼの濃度と反応液の吸光度  

とが反比例の関係にあることから得られた。凶6  

に示すようにヨウ素試薬の消費量とβラグタマー  

ゼ濃度は比例関係にあることが確認できた。この  

ことはOgawara and tTmezawa［12］が述べてい  

るようにβラククマーゼ活性値を反応液のヨウ素  
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4．βうククマーゼの存在意義   

カイコ体液車のβラクダマーセの生理的な意義  

を解明するために、カイコ5齢幼虫体液中のβ－ラ  

グタマーゼ活性の経時的変化に関する調香を行っ  

た。その結米を図7に示す。図7では、体液で処  

理されなかった反応混合物を「コントロール」と  

し‾丁用いた。かイコ幼虫5齢期における体液中の  

β－ラクタマーゼ活性を経時的に測定した結果（そ  

の際、血液中のβ－ラクダマーゼ活性はヨウ素試薬  

消費量で表示した）、3日口および6日目ではその  

活性がほとんど認められなかったが、8口目（熟  

蚕期）、10口H（吐糸期）、13日日（輌化則）にお  

いて高い油性を示した。しかし、17日日（嫡則1  

には再び活伴が低くなった。即ち、変態の進行し  

ている ▲時期において比較的高い活性を示した。  

ニの結果は、カイコの生体内にβラクタマーゼが  

実際に存在することを示し、また、β－ラグクマー  

ゼはカイコが変態の進行する一時期にカイコの年  

休にとって必要なものであることを示唆するもの  

と考えられる。また、カイコ5齢幼虫脂目方体中の   





衣零細研報  

∈
u
O
寸
の
罵
二
岩
∪
再
q
J
O
∽
q
＜
 
 
 

FrⅡ  

Fraction  

Fig．8．Activityof／／1acfamaseinthcfractionsobtainedbygelfilLl‘aLion血■OmthehemolymT）h  
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FractionNumber（lmA／tube）   

Fig＿9．Mono（〕ionexぐhangcchromatographyofLhehemolymp上1りfB（）m毎xmnrionday  

10iIlthe Gft，hi】lStar．PezLkI徳actionNo，2－3），PcakI［（fractlOn N（）．6－7）．peaklH  

（fractionNo．1O－LllaIldPeakn，（fractionNo．1516）wereseparatelypooIcd．  

（凍結乾燥物10mg）の活性は、基質としてペニシ  

リンGカリウム塩を用いて測定した〔）この場合、  

反応液の吸光度がβ一ラクタマーゼの濃度と反比例  

の関係にあるので［3］、βラクタマーゼ活件が高け  

れば高いほど反応液の54011nlにおける「吸光度はよ  

り低くなっている。そのため、ゲル濾過によって  

得られた画分中では画分Ilが、βうクタマーゼを  

最も豊富に含む画分であると考えられるり 一方、  

カイコ脂肪体についてもゲル濾過を実施したが、  

得られた各画分からは明瞭なβラククマーゼ活性  

の相違が認められなかった。   

凶9に5齢10R日のカイコ幼虫体液のⅣhno Q  

イオン交換クロマトグラフィし－の結果を示す。体  

液試料（凍結乾燥物10mg）をあらかじめ0．05h－1  

トリス塩憤緩衝液（pI川．（））で平軌化したM血10  

QIiR5／50GLカラムに涼加Lたし・クロマトグラ  

ムは、様々な食塩濃度で溶汁．される4つのピーク  

（工）eakl、PcakII、PeaklTr、PeakⅣ）を示し   
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